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Mayor’s Column

津市長コラム「ＴＶ版市長コラム」では、前葉市長がこのテーマについて語ります

津市長活動日記「市長活動日記」は津市ホームページでご覧になれます

津市長　前葉　泰幸
　ＪＲ名松線が6年半ぶりに全線復旧した3月26
日、終点伊勢奥津駅には大勢の地元住民や鉄道
ファンらが詰めかけ、一番列車の出発を祝いました。
　ホームでのテープカットの時のことです。集
まった報道陣を前にして、ＪＲ東海の柘植康英社
長は見知った顔に気が付かれたようでした。「東
洋経済新報社から取材に来ている」。そうつぶや
き、式典後、記者に歩み寄っていかれました。
「今日は北海道ではなかったのですか？」「い
え、もちろん名松線です！」。北海道新幹線の開
業日にも関わらずローカル線の運行再開が有名経
済誌からも注目されるほど、名松線復活の蔭には
奇跡とも呼べるたくさんの熱いドラマが隠れてい
るのです。
　名松線はこれまで幾度となく災害と廃線の危機
を乗り越えてきました。国鉄が赤字計上を始めた
頃の昭和43年、名松線は鉄道路線としての使命を
終えたとされる「赤字83線」に選定され、地元で
は廃線が意識されるようになります。国鉄再建法
成立後の昭和57年には、台風被害のため全線不通
となるなか、輸送密度が１日４千人未満の「特定
地方交通線」としてまたも廃止対象路線区に指定
されました。このまま廃線を迎えてはならないと
地元美杉は全村あげて熱心な存続運動を展開し、
翌年の全線復旧にこぎつけます。昭和60年には代
替バス道路の未整備を理由に指定から除外されま
したが、廃止を免れたのは全国85の路線の中で名
松線と岩手県の岩泉線の２線のみでした。
　しかし、その後も災害は容赦なくこの2線を襲
います。平成21年10月の台風直撃で甚大な被害に
見舞われた名松線に対し、ＪＲ東海は不通となっ

た家城―伊勢奥津駅間をバス輸送に転換すると発
表します。地元では過疎化の進行に危機意識を持
ち、地域活性化に向け森林セラピーを立ち上げる
などしていた矢先の突然の出来事でした。もはや
これまでかと悲観的なムードも漂う中、美杉の
人々は果敢に立ち上がります。当時の地元人口は
5,900人ほど。この動きに津市自治会連合会が素
早く呼応し、瞬く間に反対署名活動が津市全体に
広がりました。わずか3カ月足らずで集まった約
11万６千名もの想いは行政を動かし、ＪＲを交渉
のテーブルに呼び戻します。たとえ復旧したとし
ても今後も同様の災害が発生するとの懸念を示す
ＪＲ東海に対し、治山治水の整備を県と市が行う
ことで平成23年5月、運行再開の三者協定が結ば
れたのです。一方、平成22年に土砂災害に見舞わ
れた岩泉線はそのまま廃線となり明暗を分けるこ
ととなりました。
　通院通学、買い物など生活の足として、また、
美しい自然と歴史・文化遺産へと人を呼び込む観
光資源として、名松線は地域に根差した、なくて
はならない鉄道です。丹生俣ご出身の三浦佑之・
立正大学教授(作家三浦しをんさんのお父様)は昭
和62年に出版された『村落伝承論』(五柳書院)の
序章に、当時の地元への思いを込められていま
す。近代において、「異郷(都市)と村とを直接繋
いでいるのが鉄道」であり、都市にとって村落が
「価値をなくしてしまった」からといって「その
鉄路を剥ぎとってしまう行為は村落を潰してしま
うこと以外に何の意味も持たない」、と。
　沿線の方々は「名松線を絶対に守る」という熱
い想いで、今後の存続の鍵を握る名松線の利用促
進に向け地元の魅力発信に取り組まれています。
名松線沿線が都市を魅了し、人を呼び込む地域で
あり続けるよう、津市も全力で応援してまいりま
す。行楽シーズンに合わせ、土休日とイベント開催
時などに伊勢奥津駅から北畠神社行きの無料臨時
バスを運行するほか、無料のレンタサイクルもご
用意しました。ぜひ名松線でお出かけください。

奇跡の名松線

　国土交通省・水産庁への  
　要望活動…６月１日
　津地区(栗真町屋、阿漕
浦・御殿場工区)の海岸堤
防の早期完成、白塚・河
芸漁港の堤防整備の早期
事業化を要望しました。

　全国建具フェア三重大会(メッ
　セウイング・みえ)…6月17日
　50周年を迎えた展示会
には約100点の匠の技が
集結。今年は美し国・三重
から世界に向けて建具の
魅力発信となりました。


